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第 2四半期業績予想と実績との差異に関するお知らせ 
 

 

 

2025 年５月８日に発表しました 2026 年 3 月期第２四半期（中間期）連結業績予想と本日発表の実績値に差

異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．2026 年 3 月期中間期連結業績予想と実績との差異(2025年４月 1日～2025年９月 30日) 

 
売 上 収 益 営 業 利 益 

調 整 後 

営 業 利 益 
税引前利益 

親会社の所有者に帰属する 

中 間 利 益 

基本的１株当たり 

中 間 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
(2025年 5月 8日発表) 

百万円 

２７５，０００ 

百万円 

１２，５００ 

百万円 

１３，４００ 

百万円 

１３，０００ 

百万円 

８，０００ 

円 銭 

３８．８７ 

実 績 値 （ Ｂ ） ２８４，４９９ １８，４６４ １８，５２４ １９，６５０ １２，９３７ ６３．６３ 

増減額（Ｂ－Ａ） ９，４９９ ５，９６４ ５，１２４ ６，６５０ ４，９３７  

増 減 率 （ ％ ） ３．５ ４７．７ ３８．２ ５１．２ ６１．７  

(ご参考)前期中間期実績 

(2025年 3月期中間期) 
２８３，４３９ １８，２５８ ２０，７１９ １９，６０８ １２，１５２ ５７．０１ 

（注）調整後営業利益は、営業利益から、特別損益に該当する項目、為替差損益、在庫評価損益、環境費用引

当、固定資産税（平準化）、有給休暇引当を調整し算出しております。 

 

２．差異の理由 

 2026 年３月期第２四半期（中間期）連結累計期間につきましては、自由鍛造品の舶用バルブの需要が想定

を上回りました。また、中国重希土類の輸出規制の強化に伴い、Dy（ジスプロシウム）、Tb（テルビウム）

などの重希土類フリーが特徴である当社磁石製品への需要も増加しました。これらの製品の需要が想定を上

回って増加したことに加えて、為替水準が円安で推移したこと、経費圧縮などのコスト削減を一層進めたこ

となどにより、前回予想を上回ることとなりました。 

 

以 上 


